
１．８月３０日第３回定例理事会並びに第２回ク
ラブ協議会を開催致しました。決定事項を報
告いたします。
①１０月例会プログラムについて承認
②行灯祭りの決算書について承認
③７・８月の会計報告を承認
２．地区大会登録者数が３０名になりました。多
くの会員さんの登録をいただき、大変ありが
とうございます。

・・芦別ＲＣより、８月会報と９月例会プログラ
ムを受領しました。
・・深川ＲＣより、８月会報と９月例会プログラ

ムを受領しました。
・・羽幌ＲＣより、８月会報と９月例会プログラ
ムを受領しました。
・・細川ガバナーより、公式訪問の礼状を受領し
ました。

第１グループ 清水ガバナー補佐より報告

先週の第１グループガバナー公式訪問が無事
終了しました。これもひとえに皆様のお陰と感
謝申し上げます。ありがとうございました。
ガバナーからもお礼の電話をいただきました。

煙本日

来賓卓話「留萌地域人材開発センターの役割」

兜 所長

煙次週予定

来賓卓話「議会改革への取り組み」

留萌市議会 議長 小野 敏雄様

会員誕生日

９月１４日 清水 陞

９月１５日 鈴木 康伸

９月１８日 大嶋 孝広

結婚記念日

９月１５日 鵜城 善輝

Ｎｏ．２５２６

第１０回 ９月１２日

会員総数………………４３名
出免会員………………１０名
出免出席………………８名
基準会員出席…………２０名
出席率……………65．11％

第７回 ８月２２日

欠席会員………………０名
内メイクアップ………０名
修正出席率………１００．００％

会長報会長報告・・・・・・・・・・・・・・

幹事報幹事報告・・・・・・・・・・・・・・

委員会報委員会報告・・・・・・・・・・・・



・・長期間欠席いたしました 佐藤会員

前 回 ２３２，０００円
今 回 ３，０００円
累 計 ２３５，０００円

来賓卓話

「私が地域おこし協力隊になるまで」

大野 菜摘様
私が、地域おこし協力隊に参加するきっかけ
をお話したいと思います。
私は人の役に立つ仕事がしたいとずっと考え
てきました。そのきっかけは中学の時、とある
ＮＧＯの代表の方の講演を聞いたときです。
その方の生き方がとても格好いいと思った私
は、高校・大学とボランティアサークルに入り、
海外にも興味を持ちました。そして大学１年生
の時にフィリピンスタディーツアーに参加した
ことで、私の意識がガラリと変わりました。初
めて１週間以上海外で過ごし、私の視野が大き
く広がり、何より衝撃的だったのが現地の子供
たちの姿でした。靴が片方しかなくても、貧し
くても、目をキラキラさせていて、私が困って
いるとすぐ物を差し出してくれたりと、彼らは
人に与えることを知っていました。そこで本当
の豊かさとは何か、果たしてお金があること＝
幸せなことだろうか、そして何よりこどもの強
さや可能性を考えさせられました。
就職活動ではとても悩みました。“子ども”

“海外”“奉仕”にまつわる仕事がしたかったの
ですが、それに当てはまりそうなＮＧＯは経験
豊富な人材を求めていてハードルが高く、挑戦
する勇気が出なかったのです。どのような仕事
が私のやりたいこととマッチしているかも分か
らず、そもそもそこまではっきり自分のやりた
いことも分からなかった自分がいました。就職
活動の圧迫感にも耐えられず、とにかく家を出
て経済的に自立したかったので就職先は何でも

よく、最初に内定をいただいた餃子の王将に就
職しました。
王将での仕事は楽しく順調だったのですが、
社会のために何かしているというやりがいを感
じられませんでした。残業続きで休日は寝て過
ごし、仕事外でやりたいことを探すこともでき
ませんでした。とりあえず社会人になってから
考えようと大事な事を先延ばしにしていた自分
を反省し、退職して自分探しをしようと思いま
した。
そこでピースボートを知り、参加を決意しま
した。ピースボートに乗って感じたことは、世
界には安心できる環境で育つことのできない子
どもが、いかにたくさんいるかということです。
経済的に苦しい家庭で親からの暴行、戦争に駆
り出される子ども、誘拐される子ども、路上で
生活する子ども。そして、世界を見ることで日
本にも目が行きました。日本にも安心して暮ら
せない子どもがいるはずだと思いました。途上
国で苦しむ人が頑張るにも限りがあります。ま
ず、日本のような先進国が変わらないと世界は
変わらないし、これからの世界を担っていく先
進国の子どもたちへの支援の必要性を感じまし
た。
ピースボートの船旅では、自分自身が自然に
とても癒されました。貧しくとも自然の中で遊
ぶ子どもたちの目はキラキラしていて、子ども
は自然の中で思いっきり遊ぶべきで、それは何
ものにも代えかられない教育だと思いました。
そこで自然の中での子どもの教育にまつわる
仕事がしたいと、ピースボートで知り合った北
海道出身の友人に相談したところ、人のご縁が
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つながって地域おこし協力隊に応募することに
なりました。そして今に至ります。

西岡 潤二様
現在「留萌市地域おこし協力隊」として活動
中です。地域おこし協力隊とは総務省の行って
いる事業の一つで、地域外の人材を地域作りの
担い手として地域（市や町）に受け入れるとい
うもの。案件ごとに観光振興や農業振興、医療
や教育などの分野に分類されます。身分は市役
所の嘱託職員として地域振興部政策調整課に所
属しており、普段は観光協会の仕事に従事して
います。期待される事は教育旅行の誘致や受け
入れ、留萌をフィールドにした野外体験活動の
発展、またそれを利用した観光振興です。
私の経歴は余市町出身の現在２７歳。父の仕事
の関係で幼少期を道内各地で過ごした後、小学
校４年生から余市で過ごしました。小樽潮陵高
校を卒業し、北海道教育大学岩見沢分校に進学
し、学生時代はバスケットボールに熱中しまし
た。大学の専攻は学校教育教員養成課程、社会
科、哲学倫理学研究室。また大学時代に環境Ｎ
ＧＯでの活動を経験しました。また野外教育に
ついても個人的に学習しました。大学卒業後は、
青年海外協力隊に参加しました。青少年活動隊
員として２年間、マダガスカル共和国マジュン
ガ市の青年の家に勤務。活動内容は現地の若者
を巻き込んだスポーツ、体育教育推進活動や保
健教育推進活動です。個人的に未就学児童への
教育や日本文化紹介もしました。
２０１１年８月に帰国、９、１０月に再度マダガス
カルに渡り、日本人監督作品の映画製作ロケに
通訳兼現地調整役として同行。１１、１２月は個人
的に被災地を訪問しボランティア活動した後、
福島の子どもたちを北海道まで引率し函館大沼
でのふくしまキッズに参加し、年が明けてから
はアルバイトをしながら環境ＮＧＯで活動しま
した。そして今年の６月から留萌市で地域おこ
し協力隊として活動しています。
地域おこし協力隊に参加した理由は、留萌市
でふくしまキッズを受け入れるという事を聞い
たのが第１の理由です。青年海外協力隊での経

験、３．１１の出来事が自分の生き方を変えた。そ
れまで世界や途上国に向いていた目が、日本や
北海道、身近なものに向いて行きました。

以上です。
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「ロータリーの友 ９月号」より


